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に、客観的な測定値である赤血球沈降速度 (ESR)、C反応性蛋白 (CRP) 値、腫脹関
節数を選び出した上で、関節破壊の指標とされるマトリックスメタロプロテイナーゼ
-3 (MMP-3) 値を合わせて評価した。精神的健康については、Hospital Anxiety and 




【結果】不安症状は 18.7％ (疑い 10.4%、ほぼ確実 8.3%) うつ症状は 29.4％ (疑い
17.3%、ほぼ確実 12.1%) に認められた。精神的健康は、身体的状態に有意な影響を
受けていた(β= 0.21)。疼痛は、身体的状態 (β= 0.54) および精神的健康 (β= 0.29) 
に有意な影響を受けていた。身体的状態が疼痛に与える影響は精神的健康に媒介さ




















【結果】疼痛は身体的状態 (β= 0.54)、及び、精神的健康 (β= 0.29) から有
意な影響を受けていた。身体的状態が疼痛に与える影響は精神的健康によって
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